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令和２年７月　鹿屋市新川町

台風シーズン迫る！！
　台風は７月から 10 月にかけて多く発生し、毎年日本列島に甚大な被害　台風は７月から 10 月にかけて多く発生し、毎年日本列島に甚大な被害
をもたらしています。をもたらしています。
　台風は地震と違い事前に予測できる災害でもあります！　台風は地震と違い事前に予測できる災害でもあります！
　台風以外にも、線状降水帯による集中豪雨などの予報が出た時は、雨や　台風以外にも、線状降水帯による集中豪雨などの予報が出た時は、雨や
風がひどくなる前に備えておきましょう！風がひどくなる前に備えておきましょう！

「早めの準備と余裕を持った行動を」
※昨年の台風 14号に伴う停電は、大隅半島で最大４日間継続しました。    

大切な命を守るための重要なポイント！
①不要不急の外出は絶対にしない！

　大雨による冠水や強風での転倒、大雨による冠水や強風での転倒、

飛散物などによってケガをする危険飛散物などによってケガをする危険

があります。があります。

③早めの避難！
　台風によって浸水やがけ崩れなどが台風によって浸水やがけ崩れなどが

予想される地域にお住まいの方は明る予想される地域にお住まいの方は明る

いうちに早めの避難をしましょう。いうちに早めの避難をしましょう。

② 河川や用水路などの様子を絶対
に見に行かない！
　大雨によって、河川や用水路の水　大雨によって、河川や用水路の水
かさが増し、激しい水の流れができ、かさが増し、激しい水の流れができ、
流される危険があります。流される危険があります。

④災害への備え！
　日頃から家の周りの点検、非常用　日頃から家の周りの点検、非常用
品の備え、緊急時の動きなどを家族品の備え、緊急時の動きなどを家族
で確認しておくことが重要です。で確認しておくことが重要です。

熱中症にご注意を！
　令和４年の人口 10 万人当たりの熱中症の救急搬送人員は、鹿児島県が 98 人と鳥取県に次い　令和４年の人口 10 万人当たりの熱中症の救急搬送人員は、鹿児島県が 98 人と鳥取県に次い
で全国２位でした。本組合においても、133 人の熱中症患者を搬送し救急車が、全て出動していで全国２位でした。本組合においても、133 人の熱中症患者を搬送し救急車が、全て出動してい
る時間が複数回発生しました。救急車を適正に運用するためにも、熱中症予防に取り組みましょう。る時間が複数回発生しました。救急車を適正に運用するためにも、熱中症予防に取り組みましょう。
　熱中症の主な症状は次のとおりで、「冷却」と「水分補給」をしても回復しない時は、119番通報熱中症の主な症状は次のとおりで、「冷却」と「水分補給」をしても回復しない時は、119番通報
してください。してください。

軽度　　 めまい
　　　筋肉痛
　　　手足のしびれ
　　　こむら返り

　
　　
　　

中度
　　　頭痛
　　　吐き気・嘔吐
　　　全身のだるさ
　　
　

重度
　　　意識障害
　　　けいれん
　　　高体温

重度
　　 　
　　
　　

熱中症を予防するために暑さを避けよう
①室内では
・ 扇風機やエアコンで室温を調整・ 扇風機やエアコンで室温を調整
・ 遮光カーテン、すだれ、打ち水・ 遮光カーテン、すだれ、打ち水

を利用を利用
・室温をこまめに確認・室温をこまめに確認

②屋外では
・ 日傘や帽子の着用・ 日傘や帽子の着用
・ 日陰の利用、こまめな休憩・ 日陰の利用、こまめな休憩
・ 天気の良い日は、日中の外出・ 天気の良い日は、日中の外出

をできるだけ控えるをできるだけ控える

③からだの蓄熱を避ける③からだの蓄熱を避ける
・ 通気性の良い、吸湿性・速乾・ 通気性の良い、吸湿性・速乾

性のある衣服を着用する性のある衣服を着用する
・ 保冷剤、氷、冷たいタオルな・ 保冷剤、氷、冷たいタオルな

どで、からだを冷やすどで、からだを冷やす

住宅用火災警報器　10 年経ったら交換を令和５年６月 第１０４号



九州一斉住宅用火災警報器普及啓発キャンペーン実施！
　平成 23 年６月１日に全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられ、今年で 13 年目を迎えます。　平成 23 年６月１日に全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられ、今年で 13 年目を迎えます。

この「九州一斉住宅用火災警報器普及啓発キャンペーン」とは、義務化となった６月１日の前後１週間（５この「九州一斉住宅用火災警報器普及啓発キャンペーン」とは、義務化となった６月１日の前後１週間（５

月 26 日から６月７日まで）に、今一度みなさんに住宅用火災警報器について確認していただき、設置及月 26 日から６月７日まで）に、今一度みなさんに住宅用火災警報器について確認していただき、設置及

び維持管理を行ってもらおうと、毎年実施しています。び維持管理を行ってもらおうと、毎年実施しています。

　ぜひ、この機会にご自宅の住宅用火災警報器を確認してみてください。　ぜひ、この機会にご自宅の住宅用火災警報器を確認してみてください。

住宅用火災警報器は、「命を守る大切な機器」です。
万が一火災が発生した時に正常に作動しなければなりません。

住宅用火災警報器
Q＆Aはこちら

①定期点検 ②日頃のお手入れ ③交換時期

・ 本体のボタンを押すか、ひも・ 本体のボタンを押すか、ひも
を引くことで点検することがを引くことで点検することが
できます。できます。

※ 音が鳴らないときは、電池切※ 音が鳴らないときは、電池切
れか、機器本体の故障が考えれか、機器本体の故障が考え
られます。られます。

　定期的に点検をしましょう。　定期的に点検をしましょう。

・ ほこりや汚れ等が付着して・ ほこりや汚れ等が付着して
いたら乾いた布で取り除きまいたら乾いた布で取り除きま
しょう。しょう。

・ 本体の交換は「設置から10・ 本体の交換は「設置から10
年」が目安です。古くなると年」が目安です。古くなると
電子部品の寿命や電池切れ等電子部品の寿命や電池切れ等
で、火災を感知しなくなるこで、火災を感知しなくなるこ
とがあります。10年を目安にとがあります。10年を目安に
新しいものに交換することを新しいものに交換することを
おすすめします。おすすめします。

10 年
経った

ら交換しましょう

※ 本管内における火災による負傷者数（死者を含む。）の平均は、9.5 人（過去 10年間）ですが、令和５
年１月から４か月間で既に 10人が火災によって負傷し、そのうち死者が４人発生しています。

　『119 番映像通報』がスタートしました。119 番通報時に、火災、交通事故、重症患者がスタートしました。119 番通報時に、火災、交通事故、重症患者
などの情報が必要と判断した際に、通報者の同意を得た上で、通報者が現場の映像を消防に送信などの情報が必要と判断した際に、通報者の同意を得た上で、通報者が現場の映像を消防に送信

する 119 番通報の新しい仕組みです。する 119 番通報の新しい仕組みです。

　言葉では説明しづらい急病人やけが人の状況、また火災など災害現場の状況を映像で伝えるこ　言葉では説明しづらい急病人やけが人の状況、また火災など災害現場の状況を映像で伝えるこ

とができます。このことで、より効果的な応急手当の指導や必要な部隊など速やかな災害対応がとができます。このことで、より効果的な応急手当の指導や必要な部隊など速やかな災害対応が

可能となり、被害の軽減や通報者の安心にも繋がります。可能となり、被害の軽減や通報者の安心にも繋がります。

※送信された映像は、災害対応の目的以外に使用することはありません。※送信された映像は、災害対応の目的以外に使用することはありません。
※映像通報にかかるパケット通信料は通報者の負担となります。※映像通報にかかるパケット通信料は通報者の負担となります。

スマートフォンで 119 番
通報をする。

届いたショートメッセージに
記載された URL をタップする
だけで利用可能です。

事前の登録やアプリのイン
ストールは必要ありません。

火を消して　不安を消して　つなぐ未来 令和５年６月第１０４号



消
防
長
就
任
挨
拶

新

人

紹

介

屋
外
イ
ベ
ン
ト
で
も

火
災
の
危
険

大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合

消
防
職
員
募
集

電
子
申
請
が
可
能
に

第 23 代消防長
内山　智文

　

こ
の
度
、
４
月
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
消
防
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
消

防
行
政
に
対
し
て
、
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
大
規
模
化
す
る
自
然

災
害
へ
の
備
え
や
、
新
た
な
脅
威
と

な
る
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
、
住
民

の
皆
様
の
安
全
安
心
に
対
す
る
関
心

は
、
ま
す
ま
す
高
ま
り
を
見
せ
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
住
民
の
皆

様
が
、
安
心
に
暮
ら
せ
る
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
消
防
力

の
強
化
、
火
災
予
防
対
策
の
充
実
強

化
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
よ
り
一
層

の
向
上
等
の
施
策
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
過
去
の
災
害
や
教
訓
、

歴
史
に
学
び
、
全
職
員
と
共
に
英
知

を
結
集
し
、
職
務
に
精
励
し
て
、
住

民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
組
織
に
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
御
理
解
、
御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　

４
月
に
３
人
の
消
防
士
が
仲
間
に
入
り
ま
し

た
。
現
在
は
、
鹿
児
島
県
消
防
学
校
第
86
期
初

任
教
育
生
と
し
て
、
９
月
ま
で
の
半
年
間
、
消

防
の
基
礎
的
な
知
識
と
技
術
の
習
得
、
及
び
消

防
人
と
し
て
必
要
な
人
格
形
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
日
々
の
教
育
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

三
度
目
の
挑
戦
で
夢
で
あ
っ
た
消
防
士
に
な
る

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
方
々
に

は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
色
々
な
こ
と
を
学
び
経

験
を
積
ん
で
、
地
域
の
方
々
か
ら
頼
っ
て
も
ら
え

る
消
防
士
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

幼
少
期
か
ら
の
夢
を
よ
う
や
く
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
一
つ

ず
つ
積
み
重
ね
て
い
き
、
人
と
し
て
模
範
に
さ
れ

る
よ
う
な
行
動
、
言
動
を
一
公
務
員
と
し
て
意
識
し

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
方
々
に
信
頼

さ
れ
愛
さ
れ
る
よ
う
な
消
防
官
に
な
り
た
い
で
す
。

　

幼
い
頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
消
防
士
に
な
る
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
を
は

じ
め
多
く
の
方
々
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
日
で
も
早
く
立
派
な
消
防
士
に
な
り
、
大
好
き

な
大
隅
の
人
々
や
自
然
を
守
れ
る
よ
う
に
訓
練
や

活
動
等
に
精
一
杯
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

黒く
ろ
き木

貴た
く
み巨

鹿
屋
市
吾
平
町
出
身

　
　

21
歳

浮う

き

む

た

牟
田

海か
い
と斗

鹿
屋
市
西
祓
川
町
出
身

　
　

21
歳

荒あ
ら
た
け武

悠ゆ
う
す
け介

肝
属
郡
錦
江
町
出
身

　
　

19
歳

　

５
月
８
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
位
置
付
け
が
、
５
類
感
染
症
に
変

更
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
以
前
の
日
常
に
戻

っ
て
い
く
な
か
、
今
夏
は
お
祭
り
や
花
火

大
会
な
ど
屋
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
各
地
で

賑
わ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
25
年
に
は
京
都
福
知
山
花
火
大
会

の
露
店
で
爆
発
火
災
が
あ
り
３
人
の
死
者

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
故
は
、
ガ
ソ
リ
ン
の
不
適
切
な

取
扱
い
が
原
因
と
さ
れ
、
事
故
を
機
に
火

気
を
取
り
扱
う
露
店
は
事
前
に
消
防
へ
の

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

多
数
の
人
が
集
ま
る
場
所
で
は
一
人
一

人
が
万
が
一
の
事
故
の
こ
と
も
考
え
て
お

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
参
加
す
る
際

は
、
過
度
な
密
集
は
避
け
た
り
、
避
難
経

路
を
事
前
に
確
認
す
る
な
ど
の
心
掛
け
が

大
切
で
す
。

〈
採
用
予
定
〉
　

２
人
程
度

〈
受
付
期
間
〉
　

令
和
５
年
７
月
３
日
～

令
和
５
年
８
月
14
日

※
詳
し
く
は
こ
ち
ら

　

６
月
１
日
か
ら
電
子
申
請
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
主
な
申
請
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
消
防
計
画
作
成
（
変
更
）
届
出

・
防
火
管
理
者
選
任
（
解
任
）
届
出

・
防
火
対
象
物
使
用
開
始
届
出

・
火
を
使
用
す
る
設
備
等
の
設
置
届
出

・
自
衛
消
防
訓
練
実
施
に
係
る
事
前
の
届
出

（
訓
練
通
知
書
※
消
防
の
立
会
い
を
要

さ
な
い
も
の
に
限
る
。
）

きもつき１１９令和５年６月 第１０４号


